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第 6 章は、粒子充填体の伝熱機構を考察したものであって、 ( a) 空隙中の輯射およびガスの伝導、
( d) 粒子と空隙とを直列に通ずる伝熱 (c) 粒子と粒子の間の直接伝熱の三種類を考え、それぞれの機
構が並存するものとして実効熱伝導率を与える式を導き、計算値と実験値とが良く一致することを示
している。
第 7 章は、以上の結果を総括したものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は核燃料の製造法の一つである充填振動法について、振動方法、燃料粒子、被覆管の肉厚等
を種々にかえ、それらの種々の組合せについて詳細に研究し、良好な熱伝導率を有する核燃料の製造
法を確立している。このことは核燃料工学ならびに工業に寄与するところが大きい O よって本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
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